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 １、障がい者グループホームの契約時の選考について廃止してほ

しい。 

緊急的に入居を希望しているのに、事業所側は複数人受け入れて

その中から選ぶ、自分より前の希望者がいて、その人の希望を待っ

て事業所側がこちらに回答するなどがある。事業所側は一緒に住む

利用者との相性を見ているようだが、やってみないと分からないの

ではないか。駄目だったら退去という選択肢もあり、それより緊急

度が高いため、それを優先してほしい。 

２、障がい者グループホームの契約時の情報の非対称性につい

て。 

グループホームを契約する際、体験では分からない日課などが契

約をしてから判明することがある。情報の非対称性があると当事者

は負担があるため、本利用になった際の仕組みを全事業所で前もっ

て渡すなど工夫してほしい。 

３、障がい者の性について。  
障がい者にとって性に関する悩みや課題は生活の質や精神的な安  

定にも関わる重要な問題であり、決して軽視されるべきものではあ

りません。しかし、性に関する問題は社会的にタブー視される傾向

があり、十分な議論や支援が行われていない現状があります。  
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現在、ソープランドや風俗店、メンズエステなどのサービスは、 

障がい者の性に関する課題を解決する手段の一つとして利用され

ることがありますが、利用料金が高額であるとの声が少なくありま

せん。特に収入の少ない障がい者や障害年金で生活する方にとって

は利用が困難な金額となっており、必要としていてもアクセスでき

ない状況があります。  
性に関する悩みは誰もが抱え得るものであり、障がい者において  

も例外ではありません。誰もが安心して相談や支援を受けられる環

境を整備するとともに、経済的な理由によって必要なサービスへの

アクセスを妨げられないよう、利用しやすい料金設定や支援制度の

検討を要望いたします。  
性の問題を個人の問題として放置するのではなく、人間の尊厳や  

生活の質に関わる社会的課題として、真剣に取り組んでいただくこ

とを強くお願い申し上げます。  
 以上、障がい者の当事者の声を反映することを求め、陳情いたし

ます。  
 
 


